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静岡県富士宮市西富士開拓地域の 戸の酪農家は 舎飼い酪農を基本として 頭当り の小面
積放牧区による 時間程度に制限した放牧方法を取り入れている 本来 放牧管理は運動負荷により周産期
の疾病を予防して発情発見率や受胎率が向上すると言われているが この地域の牛群検定成績を分析した結
果 放牧管理を取り入れた酪農は 舎飼い酪農と比較して平均産次数 平均除籍産次数は延長したが 初回
授精日数や分娩間隔の延長 平均遅延日数 や受胎に要した授精回数の増加といった繁殖成績の低下
が認められた 繁殖成績が最も低下していた酪農家の放牧期と舎飼い期に代謝プロファイルテスト
を行った結果 放牧期のエネルギ 代謝 蛋白質代謝および肝機能の各検査項目において適正値からの乖離
が認められた これらの原因は 放牧管理を取り入れたことによる分娩から泌乳最盛期までの乾物
量 可消化養分総量 の摂取不足 さらには乾乳期における採食量のばらつきにあることが考えられ
結果として受胎が遅延して繁殖成績に悪影響を及ぼしていることが推察された
受胎率 小面積放牧 代謝プロファイルテスト 乳牛
乳牛の放牧は 土地基盤をもつ北海道において旧来より 西富士開拓地域の牛群検定を実施している 戸の府県型
高い技術で取り入れられているが 草地面積の確保が困難 放牧酪農家 同放牧酪農家 を研究対象とし 事例農家の
な都府県においては ほとんど実施されていないのが現状 放牧管理の状況 飼料の種類および給餌量などについて
である しかし 耕作放棄地の有効利用や健全な牛群の は 聞き取り調査を中心にとりまとめを行った 尚 戸
維持などの観点から 小面積の草地でも放牧を取り入れた の放牧酪農家はフリ スト ル牛舎 同 牛舎 にお
飼養管理技術の普及が求められている いて 粗飼料や濃厚飼料などを混合した飼料 同 飼
舎飼い酪農に小面積放牧区の放牧管理を取り入れた飼養 料 を給与し ミルキングパ ラ搾乳 同 方式 で
形態における搾乳牛の栄養摂取に関する研究が報告されて ある また 繁殖成績と生産成績の技術指標の分析は 牛
いる この報告では 小規模ながらも放牧を取り入れること 群検定を受検している全ての酪農家 戸 と富士地区牛
によって 濃厚飼料への依存性を軽減し 経済的に有利な経 群検定組合の協力を得て 放牧酪農家 戸の 年 月
営を行うことが可能であると明示している また 放牧管 と 年 月に実施された検定成績および同地区の同時
理を取り入れた搾乳牛の給与飼料について 併給される飼料 期に実施された舎飼い酪農家 戸 うち 戸の酪農家は
の内容を調整することにより十分な乳生産が可能であるこ 牛舎において 飼料を給与し 方式であ
とが報告されている 一方 搾乳牛の飼養管理において る の集計デ タを比較した さらに 乳検成績を基に放
栄養学的な面から乾物 量や可消化養分総量 牧酪農家 戸の と発情発見率を算出した ただし
の摂取不足が繁殖成績に悪影響を及ぼすことが報告されて の算出については 妊娠鑑定の実施が不明瞭な個体
いるが 放牧管理が繁殖成績に及ぼす影響についての報告は に関して 最終授精日から 日 回目の発情回帰予定
少なく 具体的な影響については明確になっていない 日 までを授精牛とし それを経過したウシは空胎牛とし
そこで 本研究は 西富士開拓地域の事例を取り上げて て扱った また 発情発見率は 生理的空胎日数
放牧管理の現状を分析するとともに 内科学の視点から代 内に授精したウシをカウントした 放牧管理の導入で分娩
謝プロファイルテスト とボディコンディションス 後初回授精日数 分娩間隔 値の延長が認められ 受
コア の評価を行い 小面積放牧区の放牧管理が受 胎までに要した授精回数も増加するなどの繁殖成績が悪化
胎率に及ぼす影響について考察を行なう していた 酪農家の経産牛から無作為に延べ 頭 放牧
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期は平成 年 月 日に 頭を実施 舎飼い期は平成 舎飼い期 に実施された牛群検定の技術指標の平均値を表
年 月 日に 頭を実施 を採血し を行った 併 に示した 放牧酪農家の平均産次数 平均除籍産次数は
せて牛群の栄養状態の指標として らの方法によ 戸の舎飼い酪農家と比較して両検定月で延長したが
る を評価し 各個体の繁殖成績とを比較検討した 年 月では 放牧酪農家の空胎日数の延長と受胎までに要
をおこなった 酪農家の放牧期と舎飼い期の飼料給 した授精回数の増加が認められた また 舎飼い酪農のうち
与は 配合飼料とアルファルファ乾草およびビ トパルプ 牛舎 方式 飼料を給与している酪農家
を主体としている 放牧期の給餌飼料は 総エネルギ 量 と比較した結果 両検定月において平均産次数 平均除籍産
本稿では を総エネルギ 量とみなす と蛋白質量 次数は延長したが 分娩間隔 空胎日数の延長や受胎までに
の損失分を補うために 舎飼い期と比較して濃厚飼料を 要した授精回数の増加および受胎率の低下が認められた
アルファルファ乾草を 増量している 舎飼い 酪農家は 飼養頭数規模の拡大や高泌乳能力を追及せず
期では 放牧による生草摂取に替わり自給サイレ ジを に自給調製飼料の生産と放牧管理に重点を置き 地域平均
頭当り 給与している 尚 自給調製飼料は 戸の を上回る高い所得率 を実現させた事例で
共同作業により全て牽引式ハ ベスタで裁断し地上サイロ ある 放牧期における繁殖成績は 受胎に要した授精回数こ
に充填している 購入乾草は 年を通じてアルファルファ そ 回と良好な成績を示しているが 分娩後初回授精日数
乾草のみである 表 値および発情発見率は 日 および となっ
た 受胎率は となり 高く推移していたため平均分娩
間隔は 日であった 舎飼い期は 分娩間隔と空胎日数の
延長および受胎までに要した授精回数の増加が認められた
事例酪農家の放牧管理の状況と牛舎内における給与飼料 酪農家の放牧時間は日平均 時間 経産牛 頭当りの
の栄養価を表 に示した 飼料の 量 含 放牧地面積は であり 事例農家の中では最も放牧管
量は 酪農家が最小となり 酪農家が最大を示している 理に重点を置いている 放牧期における分娩後初回授精日
が これは搾乳牛 頭あたり乳量の多寡として現れており 数は 日 発情発見率は であったが 受胎に要し
その差は 量で 含量で である また た授精回数 値および受胎率はそれぞれ 回
酪農家の放牧期に給与していた飼料の栄養価は 含 であった 乾乳日数 分娩間隔および空胎日数はそ
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間隔と乾乳期間の延長が認められた 舎飼い期では 分娩 てのステ ジにおいて上昇が認められたが 適正値を下
間隔と平均乾乳日数が短縮され 値は まで改善 回っている 放牧期の は泌乳最盛期と泌乳中期に低
されたが 空胎日数は 日 受胎までに要した授精回数 下を示し 舎飼い期は泌乳中期と泌乳後期に低下する傾向
は 回となり 受胎率は まで低下した を示したが 泌乳初期 泌乳最盛期は改善されている
酪農家は 牛舎内の飼養管理に重点を置き 放牧期の
搾乳牛 頭あたり乳量は 乳脂肪率は 年
間の生乳生産量は トンである の所有草地の 都府県における酪農経営の展開は 戸あたりの成牛頭
うち を自給調製飼料のための採草専用地とし 放 数が増加して 頭あたりの草地面積が漸減する傾向にあ
牧採草兼用地 と専用地 を放牧地として利用して る この動向は西富士開拓地域においても例外ではなく
いる この酪農家は 年間を通じて搾乳牛 頭当り乳量 年以降の牧草専用地面積は減少に転じて 耕作を放棄
乳成分および乳質は良好な成績を示している 発情発見率 する草地が増加するなど土地基盤からの遊離が問題となっ
は高値を示したが 受胎率の低下が認められた 舎飼い期 ている 小面積牧区による放牧酪農は 耕作放棄地の有効




以下の分析では 特に繁殖成績に問題が認められた 酪 少し 結果として繁殖成績が悪化する事例が認められてお
農家に重点を置き この酪農家の放牧期と舎飼期における り 牧草の栄養価の推定や併給される飼料の調整方法など
の分析結果を 元配置法により統計処理したものを 放牧管理技術の確立が求められている
表 に示した 遊離脂肪酸 値 アルブミン 酪農家の放牧期における繁殖成績は 受胎までに要し
値 総コレステロ ル 値および は 放牧期 た授精回数こそ少ないものの 分娩後初回授精日数が延長
と舎飼期および泌乳期間において有意な差が認められた し は を示したことから泌乳最盛期までの
放牧期の 値は 各泌乳期にお の不足が推察された さらに 舎飼い期には空
いて有意に高値を示し 特に泌乳初期と泌乳最盛期におい 胎日数の延長が認められ 受胎率が低下していることから
てそれぞれ となり著しく上昇 放牧時期の後期に飼料採食量の不足が受胎に影響を及ぼし
した 血糖値 と 値および 値は 各泌乳 ていると考えられる
期において低下し 特に泌乳中期には個体毎のばらつきが 酪農家は 放牧期の発情発見率こそ高いものの受胎ま
大きく 値は となり極度の低下が認めら でに要した授精回数が増加し 値が を示すなど
れるウシが存在していた 尿素態窒素 値は 乾乳 不受胎のウシが多くみられることから 放牧による繁殖成
期に上昇する傾向を示し は泌乳初期から泌乳最盛期 績への影響が大きく の不足により受胎が遅延
において低下が認められた 一方 舎飼い期の 値は したと考えられる 牛舎内で給与される飼料の
全ての泌乳期において低下が認められ適正値を示したが 含量の設定はほぼ適正であることから 牧草の採食量が期
乾乳期に著しい上昇と個体間のばらつきが認められた 待値を下回っていることが推察される















   









      
    

      
 
    
 
 




























P . ANOVA FFA TDN, DMI
. Eq . Eq
Glu T-Cho ALB
B











- , ,0 .
+ +* /-1 - /0








/.* /2 ,0* 10







的場和弘 栂村恭子 大槻和夫 安藤 哲 小面積の草地
を利用した搾乳牛放牧 日本草地学会誌 別
栂村恭子 大槻和夫 的場和弘 併給飼料の違いが放牧搾
乳牛の乳生産に及ぼす影響 日本草地学会誌 別
草刈直仁 大滝忠利 糟谷広高 二階堂聡 小山 毅 遠
谷良樹 高橋圭二 乳牛の繁殖改善モニタリングに関する
一連の研究 北海道畜産学会報
長田雅宏 吉村 格 西富士開拓地域における日本型放牧
酪農の確立 大学農場研究
川村清一 内藤善久 前出吉光 獣医内科学 文永堂
出版
臼井和哉監修 代謝病のプロ
ファイルテスト 本好茂一 左向敏紀 新井敏郎訳 学窓
社






下が認められていることから 酪農家と同様に放牧時期 受胎率の低下について 泌乳初期の 充足率との間に
の後期に飼料採食量の不足が推察される この酪農家の平 負の相関があり 分娩後のエネルギ 不足により発情兆候
均産次数 平均除籍産次数は 戸の放牧酪農家と比較する を伴わない排卵を増加させ 発情発見率を低下させると同
と低値を示したが これは長期未受胎牛や乳質が悪化した 時に 授精適期の判定が困難となり 受胎率を低下させる
乳牛の淘汰によるものである 受胎までに要した授精回数 ことを明示している 府県型放牧酪農の飼養管理におい
の増加と受胎率の低下が認められたが これは に授 て これらの問題を解決するためには 給与飼料の基本と
精した回数をカウントしたことによるものであり 空胎日 なる 飼料の の充足率を高めて 初回発
数は短縮され経産牛 頭あたりの乳量は 万キロを超えて 情を速やかに回帰させることと考えられる 併せて 泌乳
いる 乳成分 乳質ともに好成績を示し 放牧を取り入れ 初期に影響を及ぼす乾乳期の適切な飼養管理が求められ
た飼養管理において好成績を実現させた事例である る 府県型放牧酪農を確立するためには 頭あたりの放
今回の研究で を実施した 酪農家の牛群の場合 牧草地面積を考慮し 時間を制限した放牧管理と牛舎内で
放牧期における泌乳初期の 値が低く 値が高い の飼養管理を並行して改善しなければならないと考える
ことから 泌乳立ち上げ時期のエネルギ 不足が推察され 具体的な飼養管理技術として 季節毎の放牧草の栄養価と
た また 値は全体的に低く 泌乳初期のエネル 採食量を推定し 不足分の や総エネルギ 摂取量を
ギ 不足は の低下が原因と考えられ 全乳期を通じ 牛舎内で補うこと 牛群を泌乳期毎に分割管理して 飼料
て 値の標準偏差が大きいことから の個体毎 摂取量のばらつきを抑えること 乾乳牛を 群に分割し
のばらつきとそれに伴う総エネルギ 摂取量も個体差があ 乾乳後期の乳牛は総エネルギ 摂取量 を充足させ
るものと考えられた さらに この時期の と が るなどの適切な管理を行うことが挙げられる 本研究は
高値を示していることから 臨床症状こそ呈していないも 府県型放牧酪農が繁殖成績に及ぼす影響を飼養管理技術か
のの 脂肪肝 ケト シスといった疾患が潜在しているも ら捉えたものであり 栄養学的な視点により放牧地の状
のと推察された 値は 泌乳期全体を通じてほぼ適正 態 牧草の栄養価から 頭あたりの放牧地面積 放牧時間
値と同等の値が認められたため 飼料中の可溶性タンパク の具体的な設定をしておらず 安定した繁殖成績を得るた
質含量は 適正レベルを保っているものと考えられた 一 めには 今後さらに検討する必要があると考える
方で 値は低値を示していることから 栄養素の総合
的な摂取量は十分に満たされているものとは言い難く 肝 本研究を遂行するにあたり 調査に協力していただ
における糖新生および蛋白質の生合成が亢進しているもの いた酪農家の皆様 富士開拓農業協同組合の宮澤賢次氏に
と推察された 牛舎内での飼料給与量と 頭当たり 深く感謝いたします 検査に協力していただいた日本獣医
の放牧地面積および 時間の放牧管理による牧草の採食量 生命科学大学 現 山形県農業共済組合連合会 の吉川真
から推察すると 蛋白質の摂取量は充足しているものの 貴氏に感謝いたします
総エネルギ 摂取量と は不足していると考えられ
た これは 夏季の放牧草の 含量を を
と設定しているが 実際は下回っているものと推察さ








はあるものの 頭当たり のサイレ ジ給与によ
り栄養状態は改善されているものと思われ 長期未受胎牛
の妊娠により 値は まで低下した また 放牧期
に が低値を示した牛群は泌乳初期 泌乳最盛期に
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SADA IZUTANI URAUCHI
: Three dairy farms at Nishifuji Area in Shizuoka Prefecture raise their cows in barns, but
allow them to graze about times in a small pasture area of ares per head. The results of dairy
herd performance test in this area indicated the following : Those farms were able to lengthen the
number of years of milk production of their cows compared with those on farms that raised their
animals indoors. But a decrease in reproductive performance was observed, i.e., JMR (
), the services per conception and so on. We carried out metabolic proﬁle tests (MPTs) of cows
during two periods (when raised indoors and when allowed to graze outside) at the farm which
recorded the worst reproductive performance out of the three surveyed. The results revealed that
when grazing, values disassociated from the norm : energy metabolism, protein metabolism and liver
function. The cause was thought to be due to insu cient dry matter intakes and total calorie intake
in open grazing management, as well as variation in feed uptake during the cows’ dry period. It was
suggested that this results in delays in conception and a negative inﬂuence on reproductive perform-
ance in cows on these farms.
: conception rate,small paddock Grazing,metabolic proﬁle tests,dairy cattle
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